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情報認知科学レジュメ 

 ―進化と推論 

第11回 
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進化の基本 

 自然淘汰 

 個体差 

 リソース（食料・性＝生き延びて子孫を残すための必需品）の欠如 

 →生存に有利な特性を持つ個体へ 

 領域固有性 

 与えられた環境が誯す誯題への適応であり，万能なものを作り
出すことではない 

 進化は合目的的でもないし，また先読みもしない（進化≠進歩） 

 農耕以前の生活への適応 

 現代社会への不適応（糖分摂取） 
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領域固有な知識システム 

 生物的知識 

食物摂取：何が食べられそうか 

 物理的・空間的知能 

基本的な物理法則：重力，加速度（ニュートンが発見する
前から生命は知っていた） 

地図 

 社会的知能 

社会的順位が存在する 

強そうな相手は誮か，そのパートナーは誮か。 
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利他行動 

 利他行動はなぜ生じる？ 

 利他行動は，自らの遺伝子の存続可能性を狭める行為である
から，ダーウィンが進化論を発表して以来の疑問とされた。 

 血縁者間：助ける相手が自らの遺伝子をある程度保持 

 血縁度に応じて，自らの遺伝子の存続を助けることになる（包
括適応度） 

 非血縁者間：助ける相手が自らの遺伝子を不保持 

 同一個体間で繰り返し利他行動が起こる 

 利他行動を行わない者への罰 

 があれば，利他行動は非合理ではない 
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社会契約説（Tooby & Cosmides） 

 人間のような社会性生物は単に協力を行うだけではなく，
利他的な行動を行うこともある。 

 こうした利他行動を行う生物では裏切り者を検知するため
の能力が進化しているはずである。 

 「利益を得るならば，対価を払わねばならない」モジュー
ル 

 利益を得ないのならば，対価は払わなくてよい。 

 対価を払えば，利益を得てもよい。 

 対価を払わなければ，利益を得てはならない 

 もし，このモジュールを持っているのならば，４枚カード型
の条件推論に正答できるはず。 
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選択誯題３ 

 キャッサバはおいしい食べ物。モロナッツは普通の食べ
物。顔の入れ墨は，部族長への忠誠を示す。いま，
「キャッサバを食べるならば，顔に入れ墨を入れる必要が
ある」。下の４枚のカードは個々の人の現状を示している。
４人がルールを守っているかを調べるには，どのカードを
裏返せばよいか。 

 【キャッサバを食べている】【顔に入れ墨がある人】【顔に入れ
墨がない人】【モロナッツを食べている人】 

 【キャッサバを食べている】【顔に入れ墨がない人】を裏返
し，【モロナッツを食べている人】【顔に入れ墨がある人】
は裏返す必要がない。 
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選択問題４ 

 全スライドの問題で，ルールを「顔に入れ墨があ
るならキャッサバを食べる」とすると… 

 やはりこの場合でも，【キャッサバを食べている】
【顔に入れ墨がない人】を裏返し，【モロナッツを
食べている人】【顔に入れ墨がある人】は裏返す
必要がない。 

 

 

7 

思考の規則（再掲） 

 論理学の２つの方向 

 古典論理 

 ファジイ論理 

 何かを考えるとき，100%真であるとか，100%偽であるという判断
はしない。真偽の判断は連続値として捉えていくべき（つまり，確信
度80%もありうる）だと主張した。 

 様相論理 

 論理学は思考の規則 

 人間の思考は論理学で定式化された法則に則っている。 

 少なくとも大人は論理的な思考ができる。 

 

 だったはずが… 
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文盲の人の推論 

 問題：綿は暑く乾燥したところに育つ。イギリスは寒く，
湿気が多い。イギリスに綿は育つか。 

被験者：わからない。私はカシュガルにしかいたことはな
いから，わからない。 

実験者：よく考えて。 

被験者：もし土地が良ければ綿は育つ。じめじめしていれ
ば育たない。カシュガルならば育つよ。 

 我々が聞かれれば，即座に「イギリスでは育たない」
と答えられるが，文盲の人は論理学的に見て間違っ
た答えを出した。 
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人はなぜ論理学に従わないか？ 

 前提が必ず真？ 

 前提以外のことを考えてはいけない？ 

 「イギリスが寒くて湿気が多い」という前提に対し，「で
も，インドはイギリスの植民地で…」という議論はして

はいけない。論理学では前提は絶対である。しかし，
現実世界では，前提を鵜呑みにするだけの人はおろ
かな人であろう。 
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認識の重奏性，冗長性，文脈敏感性 

 単一のモードで思考しているわけではない。 

 人間の思考は文脈に敏感であり， 
論理 

個別体験 

意味（実用的な意味，メンタルモデルに基づく意味） 

進化的意味 

 などの資源の組み合わせで成立する。 

 認識の多重セーフティネット 

 １つがうまく働かなくても，ほかを動かして，なんとかしの
ぐ。この点で，人間の認知はコンピューター等とは異なる。 
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期末試験問題例 

 穴埋め：30点 

例：X証言のひずみの原因としては，YとZがあげられ
る。 

 X：目撃者，Y：ソースモニタリングの失敗，Z：記憶の融合 

 60点：３つ選んで記述 

例：符号化特定性とは何か。それは人間の記憶に対
して何を物語るか。 

適当に書くと，70%位の得点になるよｗ 
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